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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】保護回路モジュールを含む構成品が、コンパク
ト且つ安定的に結合された、携帯用電子機器電源に適し
た二次電池を提供する。
【解決手段】二次電池は、電極組立体１１１と、底板１
１３及び底板から延びた側壁１１４で形成された本体１
１２ａを備える缶１１２と、本体の開口を密封する蓋板
１１７ａと、蓋板の上に結合される保護回路モジュール
１２０と、保護回路モジュールを覆う第１のカバーケー
ス１３０とを含み、缶１１２は、本体の側壁端部から底
板１１３の反対方向に延びた第１の延長壁１１２ｂをさ
らに含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極組立体と、
　前記電極組立体を収容し、底板と、前記底板から第１の方向に第１の端部まで延びて前
記底板の反対側に第１の開口を具備した第１の収容部を形成する側壁と、前記第１の端部
から前記第１の方向に第２の端部まで延びて前記底板の反対側に第２の開口を具備した第
２の収容部を形成する第１の延長壁とを含む缶と、
　蓋板を含み、前記第１の収容部の前記第１の開口を密封するキャップアセンブリーと、
を含む二次電池。
【請求項２】
　前記底板及び前記側壁は一体に形成される請求項１に記載の二次電池。
【請求項３】
　前記側壁及び前記第１の延長壁は一体に形成される請求項１に記載の二次電池。
【請求項４】
　前記蓋板は前記第２の収容部で前記缶に付着し、前記電極組立体の電極タブに電気的に
接続される請求項１に記載の二次電池。
【請求項５】
　前記第１の収容部に絶縁ケースをさらに含み、前記絶縁ケースは、前記電極組立体と前
記蓋板を互いに電気的に絶縁するために、前記電極組立体と前記蓋板の間に位置する請求
項１に記載の二次電池。
【請求項６】
　前記第２の収容部に保護回路モジュールをさらに含み、前記保護回路モジュールは前記
蓋板によって支持され、前記二次電池の充電及び放電を制御する請求項１に記載の二次電
池。
【請求項７】
　前記第２の収容部の前記保護回路モジュールと前記第２の開口の間に、第１のカバーケ
ースをさらに含む請求項６に記載の二次電池。
【請求項８】
　前記缶は、前記第２の端部に第１の圧接部をさらに含み、前記第１の圧接部は前記第１
のカバーケースを前記缶に固定する請求項７に記載の二次電池。
【請求項９】
　前記第１の延長壁及び前記第１の圧接部は一体に形成される請求項８に記載の二次電池
。
【請求項１０】
　前記第１の延長壁は、その内側に突出する突起部を含み、前記第１のカバーケースは、
その外面に形成される結合溝を含み、前記突起部が前記結合溝に収容されることで前記第
１のカバーケースは前記缶に結合される請求項７に記載の二次電池。
【請求項１１】
　前記第１のカバーケースは前記缶の前記第２の端部に強制嵌合で結合される請求項７に
記載の二次電池。
【請求項１２】
　前記側壁の前記第１の端部に段差部が形成されるように、前記第１の延長壁は前記側壁
よりも小さい厚さを有する請求項１に記載の二次電池。
【請求項１３】
　前記蓋板は前記缶の前記段差部に付着する請求項１２に記載の二次電池。
【請求項１４】
　前記蓋板は前記缶に溶接される請求項１３に記載の二次電池。
【請求項１５】
　前記蓋板の外郭部は、前記第２の開口の大きさ及び形状と同じ大きさ及び形状を有する
請求項１に記載の二次電池。
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【請求項１６】
　前記缶は、前記底板から前記第１の方向と反対の第２の方向に第３端部まで延びる第２
の延長壁をさらに含み、前記第２の延長壁は、第３の開口を具備した第３の収容部を形成
する請求項１に記載の二次電池。
【請求項１７】
　前記第の３収容部の前記底板と前記第３の開口の間に、第２のカバーケースをさらに含
む請求項１６に記載の二次電池。
【請求項１８】
　前記缶は、前記第３の端部に第２の圧接部をさらに含み、前記第２の圧接部は、前記第
２のカバーケースを前記缶に固定する請求項１７に記載の二次電池。
【請求項１９】
　前記第２の延長壁及び前記第２の圧接部は一体に形成される請求項１８に記載の二次電
池。
【請求項２０】
　電極組立体と、
　前記電極組立体を収容し、底板と、前記底板から第１の方向に第１の端部まで延びて前
記底板の反対側に第１の開口を具備した第１の収容部を形成する側壁と、前記第１の端部
から前記第１の方向に第２の端部まで延びて前記底板の反対側に第２の開口を具備した第
２の収容部を形成する第１の延長壁とを含む缶と、
　蓋板を含み、前記第１の収容部の前記第１の開口を密封するキャップアセンブリーと、
　前記第１の収容部に具備され、前記電極組立体と前記蓋板を電気的に絶縁するために、
前記電極組立体と前記蓋板の間に位置する絶縁ケースと、
　前記第２の収容部に具備され、前記蓋板によって支持され、前記二次電池の充電及び放
電を制御する保護回路モジュールと、
　前記第２の収容部に具備され、前記保護回路モジュール及び前記第２の開口の間に位置
するカバーケースと、を含む二次電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二次電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子、通信、コンピュータ産業の急速な発展に伴って、携帯用電子機器の普及が
増加している。携帯用電子機器の電源には、再充電が可能な二次電池が主に使用されてい
る。
【０００３】
　現在、電池パックとしての二次電池が広く使用されている。電池パックでは、電気エネ
ルギーを提供するベアセルと、充放電を安定的に制御する保護回路モジュール（Ｐｒｏｔ
ｅｃｔｉｏｎ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｍｏｄｕｌｅ：ＰＣＭ）が一つのユニットとして統合さ
れている。
【０００４】
　このような二次電池パックの場合、保護回路モジュールを含む構成品がよりコンパクト
且つ安定的に結合できる構造が要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、構成品がコンパクト且つ安定的に結合された二次電池を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上述の目的を達成するために、本発明の一実施形態による二次電池は、電極組立体と、
電極組立体を収容する缶と、蓋板を含むキャッププレートとを含む。ここで、缶は、底板
と、底板から第１の方向に第１の端部まで延びて底板の反対側に第１の開口を具備した第
１の収容部を形成する側壁と、第１の端部から第１の方向に第２の端部まで延びて底板の
反対側に第２の開口を具備した第２の収容部を形成する第１の延長壁とを含み、キャップ
アセンブリーは、第１の収容部の第１の開口を密封する。
【０００７】
　また、底板及び側壁は一体に形成されてもよい。また、側壁及び第１の延長壁は一体に
形成されてもよい。
【０００８】
　また、蓋板は第２の収容部で缶に付着し、電極組立体の電極タブに電気的に接続されて
もよい。また、本発明の一実施形態による二次電池は、第１の収容部に絶縁ケースをさら
に含み、絶縁ケースは、電極組立体と蓋板を互いに電気的に絶縁するために、電極組立体
と蓋板の間に位置してもよい。
【０００９】
　また、本発明の一実施形態による二次電池は、第２の収容部に保護回路モジュールをさ
らに含み、保護回路モジュールは蓋板によって支持され、二次電池の充電及び放電を制御
してもよい。
【００１０】
　また、本発明の一実施形態による二次電池は、第２の収容部の保護回路モジュールと第
２の開口の間に、第１のカバーケースをさらに含んでもよい。缶は、第２の端部に第１の
圧接部をさらに含み、第１の圧接部は第１のカバーケースを缶に固定してもよい。第１の
延長壁及び第１の圧接部は一体に形成されてもよい。別の例として、第１の延長壁は、そ
の内側に突出する突起部を含み、第１のカバーケースは、その外面に形成される結合溝を
含み、突起部が結合溝に収容されることで第１のカバーケースは缶に結合されてもよい。
さらに別の例として、第１のカバーケースは缶の第２の端部に強制嵌合で結合されてもよ
い。
【００１１】
　また、側壁の第１の端部に段差部が形成されるように、第１の延長壁は側壁よりも小さ
い厚さを有してもよい。また、蓋板は缶の段差部に付着してもよい。蓋板は缶に溶接され
てもよい。
【００１２】
　また、蓋板の外郭部は、第２の開口の大きさ及び形状と実質的に同じ大きさ及び形状を
有してもよい。
【００１３】
　また、缶は、底板から第１の方向と反対の第２の方向に第３端部まで延びる第２の延長
壁をさらに含み、第２の延長壁は、第３の開口を具備した第３の収容部を形成してもよい
。本発明の一実施形態による二次電池は、第３の収容部の底板と第３の開口の間に、第２
のカバーケースをさらに含んでもよい。また、缶は、第３の端部に第２の圧接部をさらに
含み、第２の圧接部は、第２のカバーケースを缶に固定してもよい。第２の延長壁及び第
２の圧接部は一体に形成されてもよい。
【００１４】
　一方、本発明の別の実施形態による二次電池は、電極組立体と、電極組立体を収容する
缶と、蓋板を含むキャップアセンブリーと、絶縁ケースと、保護回路モジュールと、カバ
ーケースとを含む。ここで、缶は、底板と、底板から第１の方向に第１の端部まで延びて
底板の反対側に第１の開口を具備した第１の収容部を形成する側壁と、第１の端部から第
１の方向に第２の端部まで延びて底板の反対側に第２の開口を具備した第２の収容部を形
成する第１の延長壁とを含む。キャップアセンブリーは第１の収容部の第１の開口を密封
する。絶縁ケースは、第１の収容部に具備され、電極組立体と蓋板を電気的に絶縁するた
めに、電極組立体と蓋板の間に位置する。保護回路モジュールは、第２の収容部に具備さ
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れ、蓋板によって支持され、二次電池の充電及び放電を制御する。カバーケースは、第２
の収容部に具備され、保護回路モジュール及び第２の開口の間に位置する。
【００１５】
　一方、本発明のさらに別の実施形態による二次電池は、電極組立体と、底板及び底板か
ら延びた側壁で形成された本体を備える缶と、本体の開口を密封する蓋板と、蓋板の上に
結合される保護回路モジュールと、保護回路モジュールを覆う第１のカバーケースとを含
み、缶は、本体の側壁端部から底板の反対方向に延びた第１の延長壁をさらに備える。保
護回路モジュール及び第１のカバーケースは缶に収容されてもよい。二次電池の構成要素
が互いにコンパクト且つ安定的に結合されるように、第１のカバーケースは圧接、強制嵌
合または結合溝などによって缶に結合されてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の実施形態による二次電池は、次のような効果を有することができる。
【００１７】
　本発明の実施形態によると、缶に保護回路モジュールと第１のカバーケースが収容され
、第１のカバーケースと缶が、圧接（ｃｒｉｍｐｉｎｇ）、強制嵌合または突起と溝によ
る結合方式で結合されるので、二次電池の構成品がコンパクト且つ安定的に結合されるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態による二次電池の斜視図である。
【図２】図１に示す二次電池の分解斜視図である。
【図３】図１に示す二次電池の線Ａ‐Ａに沿った断面図である。
【図４】本発明の別の実施形態による二次電池の断面図である。
【図５】本発明のさらに別の実施形態による二次電池の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付の図面を参照しながら、本発明の実施形態について、本発明の属する技術分
野における通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳しく説明する。しかし、本
発明は相異なる様々な形態に具現されることができ、ここで説明する実施形態に限定され
るものではない。
【００２０】
　まず、図１～図３を参照して本発明の一実施形態を詳しく説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の一実施形態による二次電池の斜視図である。図２は、図１に示す二次
電池の分解斜視図である。図３は、図１に示す二次電池の線Ａ‐Ａに沿った断面図である
。
【００２２】
　図１～図３を参照すると、本発明の一実施形態による二次電池１００は、ベアセル（ｂ
ａｒｅ　ｃｅｌｌ）１１０、保護回路モジュール（Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｉｒｃｕｉ
ｔ　Ｍｏｄｕｌｅ：ＰＣＭ）１２０、第１のカバーケース（ｆｉｒｓｔ　ｃｏｖｅｒ　ｃ
ａｓｅ）１３０及び第２のカバーケース（ｓｅｃｏｎｄ　ｃｏｖｅｒ　ｃａｓｅ）１４０
を含む。二次電池１００は、保護回路モジュール１２０を用いてベアセル１１０を安定的
に充放電することができる。
【００２３】
　ベアセル１１０は、電極組立体１１１、缶１１２、キャップ組立体１１７及び絶縁ケー
ス１１８を含む。ベアセル１１０は、充電器（図示せず）から供給された電気エネルギー
を格納し、格納された電気エネルギーを外部負荷（図示せず）に供給する。
【００２４】
　電極組立体１１１は、第１の電極板１１１ａ、第２の電極板１１１ｂ及び両電極板１１
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１ａ、１１１ｂの間に介在されたセパレーター１１１ｃが渦巻状に巻回されて形成される
こともできる。第１の電極板１１１ａには、伝導性の第１の電極タブ１１１ｄが結合され
、電極組立体１１１ａの上端部に突出する。第２の電極板１１１ｂには、伝導性の第２の
電極タブ１１１ｅが結合され、電極組立体１１１の上端部に突出する。本発明の一実施形
態では、第１の電極板１１１ａが負極板であって、第２の電極負極板１１１ｂが正極板で
あるとして説明する。それによって、第１の電極タブ１１１ｄは負極タブとなり、第２の
電極タブ１１１ｅは正極タブとなる。しかし、本発明はこれに限定されるものではない。
これとは異なって、第１の電極板１１１ａが正極板であって第２の電極板１１１ｂが負極
板となり、それによって、第１の電極タブ１１１ｄが正極タブとなって第２の電極タブ１
１１ｅが負極タブとなることもできる。
【００２５】
　缶１１２は、本体１１２ａ、第１の延長壁１１２ｂ及び第２の延長壁１１２ｃを含む。
缶１１２は、電極組立体１１１、保護回路モジュール１２０、第１のカバーケース１３０
及び第２のカバーケース１４０を収容する空間を提供する。
【００２６】
　本体１１２ａは、略薄い棒状の底板１１３と、この底板１１３と略直角をなしながら底
板１１３の縁部１１３ａと連結された側壁１１４とを含む。本体１１２ａは、電極組立体
１１１と絶縁ケース１１８が収容される空間を提供する。すなわち、底板１１３とともに
本体１１２ａの側壁１１４は第１の収容部を提供し、第１の収容部には電極組立体１１１
と絶縁ケース１１８が収容される。側壁１１４は、対向する二つの長側壁１１４ａと、対
向する二つの短側壁１１４ｂを含む。側壁１１４の端部は開放されて、電極組立体１１１
と絶縁ケース１１８が挿入される入口である第１の開口部１１４ｄを形成する。第１の開
口部１１４ｄは、キャップ組立体１１７によって密閉される。
【００２７】
　第１の延長壁１１２ｂは、本体１１２ａの側壁１１４の端部から底板１１３の反対側の
方向に延びて形成される。第１の延長壁１１２ｂは、保護回路モジュール１２０と第１の
カバーケース１３０が収容される空間を提供する。すなわち、第１の延長壁１１２ｂは、
保護回路モジュール１２０と第１カバーケース１３０を収容する第２の収容部を提供する
。第１の延長壁１１２ｂの端部の内部領域は開放されて、保護回路モジュール１２０と第
１カバーケース１３０が挿入される入口である第２の開口部１１５１を形成する。第１の
延長壁１１２ｂの端部は内側へ折曲されて、第１の圧接部（ｃｒｉｍｐｉｎｇ　ｐｏｒｔ
ｉｏｎ）１１５ｅを形成する。第１の圧接部１１５ｅによって、第１のカバーケース１３
０が缶１１２に固定される。缶１１２の内部には、第１の延長壁１１２ｂと本体１１２ａ
の側壁１１４が連結される位置に段差部１１５ｄが設けられる。段差部１１５ｄに、キャ
ップ組立体１１７が位置するようになって、缶１１２とキャップ組立体１１７の間の溶接
作業が容易になる。段差部１１５ｄは、第１の延長壁１１２ｂと本体１１２ａの側壁１１
４との厚さの差によって形成されることもできる。
【００２８】
　第２の延長壁１１２ｃは、本体１１２ａの底板１１３の縁部１１３ａから側壁１１４と
は反対方向に延びて形成される。第２の延長壁１１２ｃは、第２のカバーケース１４０が
収容される空間を提供する。すなわち、底板１１３とともに第２の延長壁１１２ｃは第３
収容部を提供し、第３の収容部に第２のカバーケース１４０が収容される。第２の延長壁
１１２ｃの端部１１２２は開放されて、第２のカバーケース１４０が挿入される入口であ
る第３の開口部１１６１を形成する。第２の延長壁１１２ｃの端部１１２２は、内側へ折
曲されて第２の圧接部１１６ｅを形成する。第２の圧接部１１６ｅによって、第２のカバ
ーケース１４０が缶１１２の第３の開口部１１６１の内側に固定される。図面には示され
ていないが、二次電池１００に第２のカバーケース１４０が必要ない場合、缶１１２は第
２の延長部１１２ｃを備えなくてもよい。すなわち、缶１１２は、本体１１２ａと第１の
延長壁１１２ｂの構成のみからなることもできる。
【００２９】
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　缶１１２は金属材料で形成されるが、本実施形態では、軽くて軟性のあるアルミニウム
またはアルミニウム合金で形成されたものとする。しかし、缶１１２の材質がこれに限定
されるものではない。
【００３０】
　キャップ組立体１１７は、蓋板１１７ａ、絶縁板１１７ｂ、端子板１１７ｃ及び電極端
子１１７ｄを備える。キャップ組立体１１７は、缶１１２の第１の開口部１１４ｄを密封
し、ベアセル１１０の二つの端子部を提供する。
【００３１】
　蓋板１１７ａは、端子通孔１１７ｅと電解液注入孔１１７ｆを備える。蓋板１１７ａは
、缶１１２の第２の開口部１１５１と実質的に対応する大きさと形状を有する金属板とし
て形成される。蓋板１１７ａは、缶１１２の段差部１１５ｄに位置し、レーザ溶接のよう
な方法によって缶１１２と結合されて、第１の開口部１１４ｄを密閉する。蓋板１１７ａ
に電極組立体１１１の第２の電極タブ１１１ｅがレーザ溶接のような方法によって結合さ
れることで、蓋板１１７ａはベアセル１１０の第２の端子部としての役割を果たす。
【００３２】
　端子通孔１１７ｅは、蓋板１１７ａの中央部に位置する。端子通孔１１７ｅは、電極端
子１１７ｄが通過する通路を提供する。
【００３３】
　電解液注入孔１１７ｆは蓋板１１７ａの一側に位置する。電解液注入孔１１７ｆは、缶
１１２の本体１１２ａの内部に電解液を注入するための通路を提供し、電解液が注入され
た後には栓１１７ｈによって密閉される。
【００３４】
　絶縁板１１７ｂは、その一側に第１の通路孔１１７ｂ１を備える。第１の通路孔１１７
ｂ１を電極端子１１７ｄが通過する。絶縁板１１７ｂは、蓋板１１７ａの内面（電極組立
体１１１に向ける面）と接し、端子板１１７ｃと蓋板１１７ａを電気的に絶縁する。
【００３５】
　端子板１１７ｃは絶縁板１１７ｂと接し、絶縁板１１７ｂによって蓋板１１７ａと電気
的に絶縁される。すなわち、端子板１１７ｃと蓋板１１７ａの間に絶縁板１１７ｂが位置
するので、端子板１１７ｃと蓋板１１７ａは互いに絶縁される。端子板１１７ｃには、電
極組立体１１１の第１の電極タブ１１１ｄがレーザ溶接のような方法によって結合される
。端子板１１７ｃは、その一側、すなわち、絶縁板１１７ｂの第１の通路孔１１７ｂ１に
相応する位置に形成された第２の通路孔１１７ｃ１を備える。第２の通路孔１１７ｃ１を
電極端子１１７ｄが通過する。本実施形態では、端子板１１７ｃの材質としてニッケル金
属を例に挙げて説明するが、本発明の端子板の材質がこれに限定されるものではない。
【００３６】
　電極端子１１７ｄは、蓋板１１７ａの端子通孔１１７ｅに挿入されて、端子板１１７ｃ
と結合される。電極端子１１７ｄは、第１の電極タブ１１１ｄと電気的に接続され、絶縁
ガスケット１１７ｇによって蓋板１１７ａと電気的に絶縁される。それによって、電極端
子１１７ｄは、ベアセル１１０の第１の端子部としての役割を果たす。
【００３７】
　絶縁ケース１１８は、本体部１１８ａと、この本体部１１８ａの縁部から上方に延びた
支持部１１８ｂとを含む。絶縁ケース１１８は、缶１１２の本体１１２ａの内部で電極組
立体１１１と蓋板１１７ａの間に位置する。絶縁ケース１１８は、電極組立体１１１と蓋
板１１７ａの間を電気的に絶縁し、電極組立体１１１が缶１１２の内部で動くことを抑え
る。
【００３８】
　本体部１１８ａは、缶１１２の第１の開口部１１４ｄと略同一形状を有する板状からな
り、第１の電極タブ引出孔１１８ｃ、第２の電極タブ引出孔１１８ｄ及び電解液流入口１
１８ｅを備える。本体部１１８ａは電極組立体１１１と対向し、電極組立体１１１と蓋板
１１７ａの間を電気的に絶縁する。第１の電極タブ引出孔１１８ｃは、電極組立体１１１
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の第１の電極タブ１１１ｄが通過する通路を提供する。第２の電極タブ引出孔１１８ｄは
、第２電極タブ１１１ｅが通過する通路を提供する。電解液流入口１１８ｅは、電解液が
電極組立体１１１の方に流入される通路を提供する。
【００３９】
　支持部１１８ｂは、缶１１２の本体１１２ａの側壁１１４と接し、絶縁ケース１１８の
本体部１１８ａを支持する。それによって、電極組立体１１１が缶１１２内部で動くこと
が抑えられる。
【００４０】
　保護回路モジュール１２０は、回路基板１２１と、回路基板１２１に実装された保護回
路素子１２５とを備える。保護回路モジュール１２０はベアセル１１０と結合され、充放
電を含めて二次電池１００の作動を制御する。保護回路モジュール１２０は、缶１１２の
第１の延長壁１１２ｂの内部に収容される。
【００４１】
　回路基板１２１は、配線パターンが印刷されたプリント回路基板であって、略一方向に
沿って長く延びた棒状を有する。回路基板１２１は、ベアセル１１０の蓋板１１７ａと離
隔して位置する。回路基板１２１は、蓋板１１７ａと対向する第１の面１２１ｂと、第１
の面１２１ｂの反対面である第２の面１２１ｃとを備える。
【００４２】
　回路基板１２１の第１の面１２１ｂには、第１の電極リード板１２２と、二つの第２の
電極リード板１２３が実装される。第１の電極リード板１２２は、回路基板１２１の中央
部に位置する。第１の電極リード板１２２は、溶接によってベアセル１１０の電極端子１
１７ｄに結合される。回路基板１２１には、第１の電極リード板１２２が装着される部分
と相応する位置に、貫通孔１２１ａが備えられる。貫通孔１２１ａは、第１電極リード板
１２２と電極端子１１７ｄの結合のための溶接作業に必要な空間を提供する。二つの第２
の電極リード板１２３は、回路基板１２１の長さ方向を基準にして両端部に位置する。第
２の電極リード板１２３は、溶接によってベアセル１１０の蓋板１１７ａに結合される。
【００４３】
　回路基板１２１の第２の面１２１ｃには、外部負荷（図示せず）または充電器（図示せ
ず）と電気的に接続される外部端子１２１ｆが設けられる。
【００４４】
　電気回路素子１２５は、制御ＩＣ、充放電スイッチなどの素子からなる。電気回路素子
１２５は、二次電池１００の充放電動作を制御する。電気回路素子１２５は、回路基板１
２１の第１の面１２１ｂに半田付けのような方法によって実装される。
【００４５】
　第１のカバーケース１３０は、覆板１３１と、覆板１３１から延びた側壁部１３２とを
備える。第１のカバーケース１３０は、その内部に保護回路モジュール１２０を収容し、
保護回路モジュール１２０を保護する。第１のカバーケース１３０は、缶１１２の第１の
延長壁１１２ｂと蓋板１１７ａによって形成された空間に収容される。
【００４６】
　覆板１３１は、缶１１２の第２の開口部１１５１に対応する形状を有する。覆板１３１
は、保護回路モジュール１２０の回路基板１２１を覆い、回路基板１２１を保護する。覆
板１３１には、保護回路モジュール１２０の外部端子１２１ｆを外部に露出させる端子孔
１３１ａが形成される。覆板１３１の縁部に缶１１２の第１の圧接部１１５ｅが形成され
て、第１のカバーケース１３０が第２の収容部に固定される。
【００４７】
　側壁部１３２は、覆板１３１の縁部から蓋板１１７ａの方に延びて形成される。側壁部
１３２の端部は蓋板１１７ａと接し、覆板１３１を支持する。
【００４８】
　第２のカバーケース１４０は、下部板１４１と、この下部板１４１から延びた側壁部１
４２とを備える。第２のカバーケース１４０は、二次電池１００の下部を保護する。第２
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のカバーケース１４０は、缶１１２の底板１１３と第２延長壁１１２ｃによって形成され
た内部空間である第３の収容部に収容される。
【００４９】
　下部板１４１は、缶１１２の底板１１３と離隔して対向する。下部板１４１の縁部に缶
１１２の第２の圧接部１１６ｅが形成されて、第２のカバーケース１４０が第３の収容部
に固定される。
【００５０】
　側壁部１４２は、下部板１４１の縁部から缶１１２の底板１１３の方に延びて形成され
る。側壁部１４２の端部は缶１１２の底板１１３と接し、下部板１４１を支持する。
【００５１】
　第２のカバーケース１４０は、側壁部１４２の端部が缶１１２の底板１１３と接するよ
うに、缶１１２の第２の延長壁１１２ｃの内部に収容される。第２のカバーケース１４０
は、第２の延長壁１１２ｃに形成された第２の圧接部１１６ｅによって、缶１１２に安定
的に固定される。
【００５２】
　次に、図４を参照して本発明の別の実施形態による二次電池について説明する。
【００５３】
　図４は、本発明の別の実施形態による二次電池を示す断面図である。本実施形態におい
て、上述された実施形態と同じ構成要素に対しては同じ参照符号が使用される。また、本
実施形態において、上述された実施形態と同じ構成要素に対する詳細な説明は、重複説明
を避けるために省略される。
【００５４】
　図４を参照すると、本発明の別の実施形態による二次電池２００は、缶２１２と第１の
カバーケース２３０を備える。二次電池２００において、缶２１２と第１のカバーケース
２３０を除いたほかの構成は上述された実施形態の構成と同様であるので、同様の構成に
ついての説明は省略する。
【００５５】
　缶２１２は第１の延長壁２１２ｂを備える。缶２１２において、第１の延長壁２１２ｂ
を除いたほかの構成は上述された実施形態と同様であるので、同様のほかの構成について
の説明は省略する。第１の延長壁２１２ｂは、缶２１２の本体１１２ａの側壁１１４の端
部から底板１１３と反対方向に延びて形成される。第１の延長壁２１２ｂは、保護回路モ
ジュール１２０と第１のカバーケース２３０が収容される空間を提供する。すなわち、第
１の延長壁２１２ｂは、保護回路モジュール１２０と第１のカバーケース２３０を収容す
る収容部を提供する。第１の延長壁２１２ｂの端部２１２１の内部領域は開放されて、保
護回路モジュール１２０と第１のカバーケース２３０が挿入される入口である第２の開口
部２１５１を形成する。第１の延長壁２１２ｂには、内側へ突出形成された突起部２１２
ｃが形成されている。突起部２１２ｃは、第１の延長壁２１２ｂを外側から内側へ圧入し
て形成されることもできる。
【００５６】
　第１のカバーケース２３０は側壁部２３２を備える。第１のカバーケース２３０におい
て、側壁部２３２を除いたほかの構成は上述された実施形態と同様であるので、同様のほ
かの構成についての説明は省略する。側壁部２３２は、第１のカバーケース２３０の覆板
１３１の縁部から蓋板１１７ａの方に延びて形成される。側壁部２３２の外面２３３には
、突起部２１２ｃが結合されるように、結合溝２３２ａが形成される。突起部２１２ｃが
結合溝２３２ａに結合されることで、第１のカバーケース２３０が缶２１２に安定的に固
定される。第１のカバーケース２３０が缶２１２の第１の延長壁２１２ｂによって提供さ
れた収容部に挿入される時、第１のカバーケース２３０及び缶２１２の第１の延長壁２１
２ｂは弾性変形されて、突起部２１２ｃが結合溝２３２ａに結合されるようになる。
【００５７】
　次に、図５を参照して本発明のさらに別の実施形態による二次電池について説明する。
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【００５８】
　図５は、本発明のさらに別の実施形態による二次電池を示す断面図である。本実施形態
において、上述された実施形態と同様の構成要素に対しては同様の参照符号が使用される
。また、本実施形態において上述された実施形態と同様の構成要素に対する詳細な説明は
重複説明を避けるために省略される。
【００５９】
　図５を参照すると、本発明のさらに別の実施形態による二次電池３００は、缶３１２を
含む。二次電池３００において、缶３１２を除いたほかの構成は上述された実施形態の構
成と同様であるので、同様のほかの構成についての説明は省略する。
【００６０】
　缶３１２は、第１延長壁３１２ｂと第２延長壁３１２ｃを備える。缶３１２において、
第１の延長壁３１２ｂと第２延長壁３１２ｃを除いたほかの構成は上述された実施形態と
同様であるので、同様のほかの構成についての説明は省略する。
【００６１】
　第１の延長壁３１２ｂは、缶３１２の本体１１２ａの側壁１１４の端部から底板１１３
の反対方向に延びて形成される。第１の延長壁３１２ｂは、保護回路モジュール１２０と
第１のカバーケース１３０が収容される空間を提供する。すなわち、第１の延長壁３１２
ｂは、保護回路モジュール１２０と第１のカバーケース１３０を収容する収容部を提供す
る。第１の延長壁３１２ｂの端部３１２１は開放されて、保護回路モジュール１２０と第
１のカバーケース１３０が挿入される入口である第２の開口部１１５１を形成する。第１
の延長壁３１２ｂの内部に第１のカバーケース１３０が強制嵌合で挿入される。第１のカ
バーケース１３０の側壁部１３２と缶３１２の第１の延長壁３１２ｂが強く密着して、第
１のカバーケース１３０が缶３１２に固定される。
【００６２】
　第２の延長壁３１２ｃは、本体１１２ａの底板１１３の縁部から側壁１１４とは反対方
向に延びて形成される。第２の延長壁３１２ｃは、第２のカバーケース１４０が収容され
る空間を提供する。すなわち、底板１１３とともに第２の延長壁３１２ｃは、第２のカバ
ーケース１４０を収容する収容部を提供する。第２の延長壁３１２ｃの端部３１２２は開
放されて、第２のカバーケース１４０が挿入される入口である第３の開口部３１６１を形
成する。第２の延長壁３１２ｃの内部に第２のカバーケース１４０が強制嵌合で挿入され
る。第２のカバーケース１４０の側壁１４２と缶３１２の第２の延長壁３１２ｃが強く密
着して、第２のカバーケース１４０が缶３１２に固定される。
【００６３】
　以上、本発明を実施形態を具体例として説明したが、本発明はこれに限定されるもので
はない。当業者であれば、本発明の精神及び範囲にしたがって修正及び変更を施すことが
可能であり、このような修正及び変更も本発明に属するということが理解できるあろう。
【符号の説明】
【００６４】
　１００：二次電池
　１１０：ベアセル
　１１１：電極組立体
　１１２：缶
　１１２ａ：本体
　１１２ｂ：第１の延長壁
　１１２ｃ：第２の延長壁
　１１３：底板
　１１４：側壁
　１１５ｅ：第１の圧接部
　１１６ｅ：第２の圧接部
　１１７：キャップ組立体



(11) JP 2011-3539 A 2011.1.6

　１１８：絶縁ケース
　１２０：保護回路モジュール
　１３０：第１のカバーケース
　１４０：第２のカバーケース
　２１２ｃ：突起部
　２３２ａ：結合溝

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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